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アルベルチーヌのイメージ

松　原　陽　子

はじめに

　『失われた時を求めて』の主要な登場人物アルベルチーヌは，語り手である
「私」の視線のもとでイメージを変貌させる。しかしながらその変化のありよう
と小説全体の構成との相関については，これまで先行研究において，とりわけ
ヴァリアントを扱う校訂版の注釈でもほとんど注目されていない。本稿では，
彼女と主人公の関係をめぐり物語が大きな展開を見せる場面を中心にテクスト
の生成過程を検討し，イメージが推移する諸相を具体的に分析することで，「私」
の目に映るアルベルチーヌ像が小説の結構とのいかなる関連において変移する
のかを明らかにする。

繰り返される仕草

　物語に新たな展開をもたらすのは，「私」がアルベルチーヌに同性愛を疑い, 
嫉妬に苦しむくだりである［III，499］ 1）。「私」がそう疑うのも，うなじにキス
をするという彼女の仕草を目撃したことがきっかけとなっているが，この描写
の変奏が各草稿に登場するという事実は，従来の研究で看過されてきただけに
一考に値する。まずはじめに口づけの描写の生成過程をつぶさに見ていこう。
　アルベルチーヌとアンドレの関係を疑い始めた「私」にとって些細なことさ
え苦悩の原因となる。たとえば，『ソドムとゴモラ』では，アンドレの彼女への
口づけが「私」に疑惑を抱かせる──

私はアンドレが，彼女独特の優美な仕草で，優しくアルベルチーヌの肩に頭をもたせ
掛け，目を半分閉じながらアルベルチーヌの首筋にキスしているのを見たところで
あった。また別の時には彼女たちは視線を交し合っていた〔…〕。［III，199］

　これによく似た場面が『失われた時を求めて』の各草稿に描かれている。ま
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ずカイエ 64 ではアルベルチーヌの前身となる作中人物マリアが登場し，アンド
レは彼女の首筋にキスをする。その場面の描写を引用しよう──

私が初めて彼女たちを見かけた時，アンドレはマリアの肩にあごをもたせ掛け，頭を
彼女の頭の方に優しく傾け，それから，目を半分閉じている彼女の首筋にキスをした。
それは間違いなく子供っぽい戯れにすぎなかったのだろうが，そのせいで私はなぜか
わからないけれど彼女達の間には別の何かがありえるのではないかという疑いを持っ
た。［III，1055］

　これら ２ つの描写を比較すると，最終稿では半ば目を閉じているのはアンド
レであるが，カイエ 64 の方でそうするのはマリアである。また最終稿では，ア
ンドレがアルベルチーヌの肩に頭をもたせ掛けるのに対して，カイエ 64 では彼
女はマリアの肩にあごをもたせ掛ける。このように細部こそ異なるものの，草
稿でも最終稿でもほぼ同じ仕草が「私」の疑いを惹起するのである。
　別の草稿，カイエ 71 でも，クレールがアルベルチーヌに対してほぼ同様の仕
草をする──

ごく初めの頃のある日，クレールはアルベルチーヌの肩にあごをもたせ掛け，その優
美な仕草で頭を彼女の頭の方に優しく傾け，微笑みかけ，目を半分閉じている彼女の
首筋にキスをした。それはおそらく子供っぽい戯れにすぎなかったのだろうが，なぜ
かわからないけれどモンジューヴァンの部屋で女友達の傍にいるヴァントゥイユ嬢の
イメージが私の心に現れて，突如，私はそのような関係がクレールとアルベルチーヌ
の間にもありえるのではないかという疑いを持った。 2）

この箇所を最終稿と比較してみると，最終稿で目を閉じるのはアンドレである
のに対し，引用部分ではアルベルチーヌが目を閉じている。さらに最終稿では
彼女の肩にアンドレがもたせかけるのは頭であるが，カイエ 71 ではクレールが
そうするのはあごである。このように最終稿とは細部が若干異なるが，カイエ
71 においても「私」に疑いを抱かせるのは同じ仕草であるといえよう。
　だが草稿と最終稿のさらに重要な相違点として，後者にはアンドレの仕草を

「私」が「見たところであった」という半過去の表現が加わっていることが指摘
できる。カイエ 71 では「私」が「見る」という動作は描かれておらず，クレー
ルの動作は，連続する単純過去によって表現されている。カイエ 64 でもまた, 

「私」が「彼女たちを見かけた時」と単純過去が使われ，その後のアンドレとマ
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リアの一連の動作も単純過去のみで示されている。これに対して最終稿では, 
「私」が「見たところであった」という動詞が半過去形に置かれ，アンドレとア
ルベルチーヌの行為は不定詞とジェロンディフで表現される。
　この変更にはどのような意味があるのだろうか。草稿では連続する単純過去
が登場人物の動作一つひとつをはっきりとした動きとして客観的に表現してい
るのに対して，最終稿では「私」が「見たところであった」という表現によっ
て登場人物の行為は「私」の主観的な視線を通して描かれることになる。つま
り最終稿では「私」が嫉妬から想像力を働かせ，仮説を立ててアルベルチーヌ
の像を創り上げていく過程が半過去を基調として描かれており，アンドレと戯
れるアルベルチーヌの姿もまた主観的なイメージとして表されていると考える
ことができる。「私」はこのイメージを解釈し，その裏に隠されているかもしれ
ない意味を読み取っている。しかしその意味もまたイメージと同様に不確かな
ものであろう。ここでの半過去形は，そういった不確かな世界を描く意図で用
いられたと考えられるのである。
　同様に重要な変更点として次の点が挙げられよう。カイエ 71 でアルベルチー
ヌとクレールの仕草を見て疑惑を持った「私」がすぐに「ヴァントゥイユ嬢の
イメージ」を思い出しているのに対して，最終稿ではヴァントゥイユ嬢の名前
は，小説の展開を著しく変化させる決定的な場面で出てくることである。「私」
がアルベルチーヌとの別れを決意した時，彼女は「私」にヴァントゥイユ嬢を
よく知っていると話す［III，499］。それを聞いたとたん，「私」の脳裏には昔 
見たモンジューヴァンの光景，すなわちヴァントゥイユ嬢とその女友達との性
的な関係を目撃した時の記憶が甦る。つづいて「私」が思い返すのがアルベル
チーヌの次の仕草である──

そして，アルベルチーヌがロズモンドの肩にあごをもたせ掛け，微笑みながら彼女を
見つめ，首筋にキスをする優美な仕草，その仕草が私にヴァントゥイユ嬢を思い出さ
せた。けれども，ある仕草が同じ線を描くからと言って，それが同じ性癖から生じた
ものに違いないという解釈を認めることに迷いを覚えたのだが，この動作をアルベル
チーヌはまさにヴァントゥイユ嬢から学んだのかもしれないではないか。［III，502］

ここでは，女友達の肩にあごをもたせ掛け，そのうなじにキスをするのはアル
ベルチーヌである。このように女友達の肩にあごや頭を乗せ，首筋にキスをす
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るという動作は，「私」に同性愛を連想させるイメージとして一貫して描かれる。
　草稿では一連の動作はヴァントゥイユ嬢のイメージと結びつけられていたの
に対し，最終稿においては「私」がアンドレとアルベルチーヌの関係を疑う発
端となるものの，シナをつくった仕草は「私」が疑いを抱く時点ではヴァントゥ
イユ嬢とは結びついていない。後になってアルベルチーヌからヴァントゥイユ
嬢とは親友同士だという話を聞いて，はじめて「私」はこういった身振りは前
者が後者から学びとったと推測するに至る。以後「私」はもう両者の仕草を切
り離して考えられなくなる。『ソドムとゴモラ』の次の場面では，「私」はモン
ジューヴァンの光景を思い起こし，ヴァントゥイユ嬢の顔にアルベルチーヌの
顔を重ね合わせ，後者の笑い声を聞く──

長い夕食会と夜通しの祝宴の後で，皆が陽気になって，生き生きとしている時，アル
ベルチーヌは，かつて私が見たことのある動作，アンドレとしていた動作をそこにい
る女友達とするのだろう。あの時，アルベルチーヌがアンドレに対して抱いていた友
情は無邪気なものだったかもしれない。でも，そこにいる女友達に対する動作は，モ
ンジューヴァンで私の目の前で，ヴァントゥイユ嬢がその女友達に追いかけられた動
作と関連付けられる動作だろう。［III，504］

こうして「私」のアルベルチーヌに対する嫉妬に現前で繰り広げられた光景, 
具体的なイメージという糧が与えられる。「私」が彼女の同性愛を疑うように
なってしばらくして後，「私」の疑いはモンジューヴァンで目撃した光景に結び
つき，その結果，「私」がアルベルチーヌをパリの自邸に幽閉するに至るという
具合に，プルーストは段階を踏んだ展開を練り上げていったのである。
　ヴァントゥイユ嬢の名前を聞き，嫉妬に駆られた「私」はアルベルチーヌを
パリに連れて行くために説得する。このとき「私」は彼女の首筋にキスするが, 
その仕草は恋人と言うよりも母親に対するそれであり，かつて「私」を嫉妬さ
せた口づけとはかけ離れている──

肌着からすっかり出ているアルベルチーヌの首筋は，力強く，黄金色で，きめが粗かっ
た。私はもはや私の心から引き離すことはできないと信じていた子供のような悲しみ
を鎮めるために，母にキスするのと同じくらい純粋な気持ちで彼女の首筋にキスをし
た。［III，508］

　注目すべきことにカイエ 53 にも「私」が同様の仕草をする場面がある──
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慌てて着たその肌着からすっかり出ているアルベルチーヌの首筋は太くて，褐色，粗
い褐色をしていた。私はかつてコンブレーのあの夕べに苦悩を鎮めようとして母親に
キスをしたのと同じくらい清らかな気持ちで，その首筋にキスをした。 3）

　「コンブレーのあの夕べ」とあるように，草稿では幼少期の体験が「私」に
よって明瞭に想起されている。いっぽう最終稿でコンブレーへの明確な言及は，

「私」とアルベルチーヌの同棲以降に現れる［III，618–619］。この点から，「私」
の脳裡で彼女のイメージと母親のそれとが結びつくにつれ，コンブレーの就寝
劇が浮かび上がるようになるという構成上の設定が読みとれよう。
　「私」がアルベルチーヌと同居するようになってからも，「私」がうなじにキ
スをする場面が登場する。そこでも彼女の首筋は「力強い」と表現される──

私と離れる際に，彼女〔＝アルベルチーヌ〕が私にお休みを言おうとして近づいてき
た時，私がキスをするのは彼女の力強い首の両側にあるほとんど家族のような優しさ
に対してであった。当時その首筋は十分に褐色でなく，十分にきめが粗くもないと思っ
ていた。あたかも，その頑健な特徴がアルベルチーヌの誠実な善良さと比例するもの
であるかのように。［III，585］

力強く，肌の色が濃く，きめが粗いアルベルチーヌのうなじは，「私」にとって
「家族のような優しさ」や「誠実な善良さ」を表象する。それは同性愛的仕草に
おいて彼女の首筋が持つ意味と著しい対象をなす。かかる両義性はいかにして
成立しているのだろうか。

削除された「翼」

　「私」が一方的にアルベルチーヌにお休みのキスをする最終稿とは異なり，草
稿では彼女もまた「私」の首の両側に口づけをする 4）。その時，彼女の髪が「翼」
のように「私」にそっと触れる。この場面に限らず草稿の別の場景でも，「私」
の目に彼女の髪が「翼」のように見えることがある 5）。いっぽう最終稿では，ア
ルベルチーヌによるキスのくだりが削除されたためか，彼女の髪が「翼」に喩
えられることはない。なぜ口づけは削除されたのだろうか。この問いに答える
ために，小説を通してアルベルチーヌと「翼」のイメージがどのように結びつ
いているのかを探ってみよう。
　『失われた時を求めて』において「翼」を持つ鳥の比喩は繰り返し現れる。『花



86

咲く乙女たちのかげに』のなかで「私」が知合いたいと切望する少女たちは飛
び回るカモメの群れに喩えられているが，一団のなかにアルベルチーヌがいた
ことを思い返そう［II，146］。また少女たちが道の真ん中に佇む姿は，「私」の
目にまるで飛び立とうとする一群の鳥が内緒話をしているかのように映る［II,  
150］。なによりも「私」がアルベルチーヌを美しいと思っていたのは，彼女を

「翼」のある一羽の鳥として見ていた頃である──

それら〔＝翼〕はかつてアルベルチーヌの美を成していた。私が彼女をすばらしいと
思っていたのは，彼女を一羽の神秘的な鳥として，それから欲望の対象となり，ある
いはすでにだれかの手に入れられている海辺の大女優として見なしていたからであっ
た。［III，678］

　『囚われの女』の初めの方でも，アルベルチーヌは「一羽の鳥」に喩えられて
いる［III，521］。アルベルチーヌは黄金色の葉陰に隠れた鳥と化し，「私」は
彼女の絶え間なくさえずる声に耳を傾ける［idem］。しかも『囚われの女』に
おいて，愛される女性は「翼」を持つ存在に喩えられている──

〔…〕このような逃げ去る存在には，その性質と私たちの不安が翼を与えているのであ
る。そして私たちの傍にいる時でさえ，その人たちの視線は私たちに今にも飛び立と
うとしているのだと告げているかのようである。その翼が加えるこうした美は一般的
な美を超えるもので，その証拠として，しばしば私たちにとって同一の存在が連続し
て翼を持たなかったり，持っていたりするということが言える。私たちはその人を失
うことを恐れると，その他の人，皆を忘れてしまう。［III，600］

　このように「翼」は今にも飛び去りそうで人を不安にする「逃げ去る存在」
に似付かわしいイメージであり，家族のように安らぎを与える存在とは正反対
のモチーフなのである。じっさい『囚われの女』では，「私」に安らぎを与える
アルベルチーヌは鳥ではなく，ペットの犬や猫に喩えられる［III，525］。ある 
いは「私」のベッドで丸まった彼女は「大きな猫」に喩えられもする「III，585」。 
もっとも猫が喚起するのは癒やしのイメージだけでない。かつて「私」がモン
ジューヴァンの部屋でヴァントゥイユ嬢と一緒にいるアルベルチーヌを思い描
いた時には，猫は官能性を表していた［III，513–514］。アルベルチーヌは「大
きな猫」のように体を丸め，ヴァントゥイユ嬢の女友達になり代わって扇情的
な笑い声を上げる。つまり官能的に「私」の嫉妬を掻き立てる時も，「私」に家
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庭的な安らぎを与える場合も，アルベルチーヌは「大きな猫」のイメージと結
びつけられ，「翼」を失ってしまったかのように見える。
　だが，じつは「私」の目に入らないだけだ。「囚われの女」であるアルベル
チーヌの装身具には「翼」が刻印されている。このことは彼女が「私」の家か
ら逃げ去った後で明らかになる。彼女の忘れていった ２ つの指輪を女中フラン
ソワーズが見つけ，どちらにも同じ鷲の意匠が象嵌されているのを「私」に教
える［IV，45–46］。指輪の由来についてアルベルチーヌは，どちらも他の男か
らの贈り物であるのを隠し，ひとつは叔母からもらい，もうひとつは自分で買っ
たと「私」に嘘をついていた。しかも彼女が ２ つ目の指輪をはめていた時期も
興味深い。『囚われの女』において，嫉妬心から女優レアに会わせまいと彼女を
トロカデロから連れ戻させた後，「私」が彼女と共に家族のように過ごす平穏な
時期だからだ［III，670–671］。当時はまだ「私」は，指輪に彫られた鷲を見て
人の渋面だと思うばかりで，これがもうひとつの指輪とそっくりなのに気づか
ない。
　思いがけない事実を知って苦悩する「私」に，フランソワーズは指輪に彫ら
れている鷲の「翼」や羽根の １ 本 １ 本まで示して見せる［IV，46］。かくして 
この「羽根が浮き彫りになっている翼」は，アルベルチーヌに対する「私」の
信頼を奪い去ってしまうのである［IV，48］。
　「私」の家から逃げ去ったアルベルチーヌは，「私」にとってまさに鳥かごか
ら飛びだし自由の身となった「見事な鳥」にほかならない［IV，55］。彼女の 
死後，他の女性たちに関心を持ち始めた「私」は，かつて彼女と共に車窓から
道行く娘たちに視線を注いだ時のように，道で出会う女性たちをじっと見つめ
る［IV，141］。想い出に耽りながら「私」が彼女等に向ける眼差しにアルベル
チーヌのそれが重ねられる。彼女がいたならば少女たちにこっそり投げかけた
であろうその視線は「好奇心にあふれ，密かで大胆な」もので，それが反映す
る考えは捉え難い。彼女の眼差しは「私」の視線に「神秘的で敏捷な，青味が
かった翼」を与え，ありふれた通りに突如未知の魅力を与えるのである［idem］。
　最終稿では，「私」がアルベルチーヌにお休みのキスをする場景から「翼」の
イメージは削除されるが，それは「逃げ去る存在」に似つかわしいこのイメー
ジを排除し，彼女の首筋の描写に限定することで，「私」が感じている彼女の家
族的な側面をプルーストが強調したかったからだと考えられよう。
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　ところで，主人公が恋人の首筋にキスをしようとする場面は，『楽しみと日々』
では『嫉妬の果て』の冒頭に登場する──

彼女〔＝フランソワーズ〕はオノレの前で部屋のドアを閉めようとしたが，彼が彼女
にまた「首筋を！」と言うと，彼女は彼女の首筋を差し出した。それも，とても従順
にあまりにも愛想よく首筋を差し出したので，彼は吹き出した。 6）

この場面では，まだ主人公にとって恋人の首筋が嫉妬の原因となることも，母
親のイメージと結びつくこともない。それに対して，『失われた時を求めて』で
は，「私」にとってアルベルチーヌの首筋は正反対の ２ つのイメージを喚起す
る。『ソドムとゴモラ』ではうなじにキスをするという仕草が同性愛を疑わせる
要因となり，「私」の嫉妬を掻き立てる。他方，『囚われの女』の方ではふたり
の同棲以降，彼女のうなじは官能性ではなく，家庭的な安らぎを想起させるよ
うになる。神秘的でありながら徐々に家庭的な属性を帯びるアルベルチーヌは, 
まさしく両義的な存在に変貌したといえよう。

アルベルチーヌの母性的なイメージ

　アルベルチーヌを自邸に住ませるようになってからも，彼女が外出する際に
「私」はアンドレを監視につける［III，642］。最終稿と異なり，草稿では「私」
の母親が「私」の嫉妬を鎮める重要な役割を担っている。カイエ 53 でアルベル
チーヌは「私」に嫉妬させまいと，何かしら理由をつけてアンドレか「私」の
母親と一緒に外出するように気遣う 7）。また，カイエ 53 ではヴェルデュラン家
を訪ねようとするアルベルチーヌを「私」が嫉妬による疑心から引き止め，か
わりにゲルマント家へ一緒に出かけようと誘うと，彼女は外出はよして「私」
の母親とおしゃべりや音楽を楽しむと告げ，「私」を安心させる 8）。さらに自分
とアンドレとの特殊な関係を密告する匿名の手紙のことを「私」から聞き，怒っ
たアルベルチーヌは，アンドレとはもう出かけたくないと言い 9），「私」が同道
できない場合は，「私」の母か彼女の伯母と外出すると誓約する 10）。このよう
に草稿では，「私」に気遣いアルベルチーヌが選ぶ同伴者には「私」の母親が含
まれていた。
　しかし最終稿では，アルベルチーヌが「私」の母親と外出したり，母親の同
伴をその条件にしたりすることはない。「私」の嫉妬心を慮った彼女は，「私」
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に分かるようアンドレかフランソワーズの傍らで電話をかけたり，アンドレと
の外出後にはその一部始終をアンドレに証言させたりする［III，682–683］。
　なぜこのように変更されたのか。最終稿では「私」がアルベルチーヌと同棲
し始めた時，「私」の母はコンブレーの大伯母を見舞うためにパリを離れ，不在
である［III，524］。カイエ 53 でも，コンブレーにいる「私」の伯母セリーヌが
病気になり「私」の母に付添を請う挿話がある 11）。いずれにおいても，コンブ
レーに向かう母親は，自分の留守中に「私」とアルベルチーヌがふたりっきり
で過ごすのを懸念する 12）。他方，「私」の方は最終稿でもカイエ 53 でも母が家
を空けることを喜ぶ 13）。というのも，母がパリに留まったら，彼女にアルベル
チーヌとヴァントゥイユ嬢の関係を隠すという難題に直面するからだ。
　ところが，「私」がアルベルチーヌと同棲するようになると，彼女は少しずつ
母性的なイメージと結びついていく。毎晩「私」にお休みのキスをするとき, 

「私」にはアルベルチーヌの舌が日々のパンさながら滋養ある食物のように思わ
れ，子どもの頃コンブレーで母が父の許しを得，「私」の傍らで寝た晩が思い出
される［III，520］。最終稿だけでなく，カイエ 71 やカイエ 53，カイエ 55 等の
草稿でも一貫しているように［III，1128–1133］，アルベルチーヌとの恋は，か
つて少年だった「私」にコンブレーで母親がキスをしてくれたときと同じ安ら
ぎをもたらす［III，584–585］。反対に，彼女とキスを交わさず別れた晩の苦悩
は，コンブレーで就寝前に母親から口づけしてもらえなかったときの苦悩と一
体化する［III，618–619］。このようにアルベルチーヌは，幼い「私」に対する
母親と同じ仕方で「私」に安らぎや苦悩を与えるのである。
　すでにカイエ 53 の段階で，アルベルチーヌは「私」に苦しみを与えると同時
にそれを鎮めることができる「唯一の鎮痛剤」とされていた 14）。最終稿でも,
彼女は「私」にとって「焼けつくような痛みを与える毒薬に対する唯一の鎮静
剤」となる［III，503］。苦しみの原因も彼女であれば，その苦しみを和らげる
のも彼女なのである。この点にも，不安をもたらす恋人的な側面と安らぎを与
える家族的な側面とがアルベルチーヌに混在していることが窺い知れよう。
　同棲以降，「私」にとってアルベルチーヌは「恋人であり，同時に妹，娘そし
て母親として」不可欠な存在となる［III，619］。興味深いことに，カイエ 53 に
も類似する文章があるが 15），そこでは「私」の彼女に対する優しさが「兄の,
父親の，息子の，恋人の優しさ」と表現されていた。ところが最終稿では，視
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点が「私」に移され，「恋人であり，同時に妹，娘そして母親として」という表
現に書き換えられる。彼女の死後には，「私の妹」，「私の子供」，「私の優しい恋
人」を失ったという表現が登場し［IV，80］，さらには母性的なアルベルチー 
ヌ像が強調されることになる。
　アルベルチーヌがいなくなった後，「私」は彼女をやはり母のイメージと結び
つけて想い出す。「私」とキスをする彼女の舌は「母親のような」，「食べられな
い」，「養分を与える」，「聖なる」と形容されている［IV，79］。亡くなったアル
ベルチーヌを追想するとき「私」は，コンブレーで就寝前，母のキスを待ちつ
つ感じた不安が彼女に対する不安となって蘇ったことを確認する［IV，82–83］。
とはいえ，かつて母親が少年の「私」に与えた苦悩がアルベルチーヌとの恋愛
に移し替えられたわけではない。コンブレーの夕べに感じた苦悩そのものが

「私」のあらゆる感情にいきわたり，渾然一体となるのである［III，618］。
　そう考えるならば，アルベルチーヌが「私」の母と一緒に外出するくだりが
最終稿で削除された理由は明らかになろう。彼女が「私」の嫉妬を恐れて母親
を同伴させる設定では，母さながらに苦悩と安らぎをもたらすアルベルチーヌ
像がぼやけてしまうからだ。

おわりに

　我々はアルベルチーヌをめぐるテクストの生成過程をたどり，どのような演
出によってこの作中人物に重層的なイメージが付与されているのかという問題
の一端を明らかにした。もちろん「私」の主観的な視線のもとアルベルチーヌ
像は変貌するのであり，そのイメージの修正が作品の展開とも密接に関連して
いることは改めて強調するまでもない。
　かつて翼を持つ「一羽の神秘的な鳥」として「私」の前に現れたアルベルチー
ヌは，「私」の家で囚われの身となり，翼を失う。そして「私」の家から逃げ
去った後，再び捕らえがたい「見事な鳥」となる。草稿ではアルベルチーヌが

「私」にお休みのキスをする場面で翼の比喩が用いられていたのに対し，最終稿
でこの比喩が削除されてしまったのは，小説の展開を踏まえて彼女のイメージ
が変更されたことを証していよう。
　苦悩を与えると同時にそれを鎮静する存在であるアルベルチーヌの美しい首
筋は，物語が進むにつれて母親と恋人という全く正反対のイメージを帯びる。



91

そればかりかこれら ２ つのイメージは筋の展開に応じて入れ替わりもするのだ。
最終稿における翼のモチーフはその名残であり，家庭的なイメージに垣間見ら
れる恋人としてのアルベルチーヌ像，すなわち今にも飛び去りそうな存在とし
ての残像なのかもしれない。
　もちろん母性的イメージの強化も修正の力線を把握するうえで見逃すことは
できない。草稿ではアルベルチーヌが「私」と一緒に暮らす間，外出の同伴者
に「私」の母親を選ぶという設定であったが，最終稿でそれが「私」の母以外
の人物に変更されたのは，彼女に付与された母性的なイメージを際立たせるた
めであったと考えられよう。
　以上のように，物語の進行につれて変化するアルベルチーヌのイメージは重
層的である。それは恋人から母親へと推移するだけではない。彼女が恋人であ
ると同時に母親でもある瞬間も存在するのだ。しかも眠る彼女を見つめる「私」
が子を見守る母親に喩えられているように［III，622］，「私」の目に彼女が娘 
のように映ることもある。むろん相反する象徴性の間で変幻するアルベルチー
ヌのイメージに呼応して，「私」のほうも彼女の恋人でありながら，状況に即し
て彼女の親や子といった属性を帯び，両義的な存在となることはいうまでもな
い。換言するならば，『失われた時を求めて』において「私」とアルベルチーヌ
は，いわば反転し合うイメージとなって立ち現れるのである。
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